
京都                                   支援の基本的な考え方に基づくニーズ整理シート 

 利用者：                    記入者：                       

2.利用者のストレングス（強み、できること、持っているもの等） 

個人： 

環境： 

◇「望み」と「現状」の間にあるギャップを埋めるために「必要なこと」 

    １．望み（本人の実現したい状況） 

    

3.現状（望みに対する現在の状況）    

 4.ニーズ（必要なこと・もの）  

 

ギャップを埋めるために 

必要となること 

ポイント！ 
「１．〇〇がある」「２．〇〇がない」「３．〇〇を得る」では
何も整理されない。望みに到達するために必要なことを
考える。 
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